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極彩色の幻想、ネオスリラーの話題作グ

|イントロダクション ト 作昂では実在し非業の死を遂げた二人の男、

シド・ヴィシアス (rシド・アンド・ナンシーJ)

とジヨー・オートン (rプソック・アップJ) を

演じた。前作品では後に残された人達、例え

ばシドの母親やジヨーの妹に対して義理があ

ったと云う。『今度は自分の好きなことができ

るよoJ]と語った。映画の冒頭に現われるヒツ

チハイカーは変に厚かましく、観客はここで

地球人のふりをした火星人を思い出すかもし

れない。それは「地球に落ちてきた努Jである。

最もビジ‘ユアル的でエキサイテイングな峡画

監督官ある-ヲラス・ローグは、との作昂で

も売る者に魔術をかける。オィディプス・ト

ンネikを出入りし、フロイト側線を通過し

息もつかせず速く走り続ける幻覚を体験させ

るのである。 N· ローグの映溺監督デビ‘ユーー

は1970年の「パフォーマンス・青春の罵」で

あるが、その後「美しき首険旅行Jr赤い影Jr地

球に藩ちてきた男JfジェラシーJ と続いて発

表してきた。優れたストーリーを的確に見る目

を持つ彼は、常に独特のやθ方で物語る。

|あらすじ |

る。彼はトラックの運転手に赤ん坊の頃に養

子に出した母親を捜しているのだと語る。偶

然、町の食堂でリンダとその友人アラン夕、は

彼に出会う。二人は彼の風変りで軽薄な態度

がチャーミングだと感じたが、突然リン夕、は

首の苦い想い出の男に似ていることに気づき

ショックを受ける。翌朝、ヒステリー状態の

リン夕、は夫にブールで溺れてやると脅かすか、

彼は妻の芝居を無視して出勤してゆく。自殺

をすると言っても相手にされなかった彼女は

イライラするが、マーティンの突然の訪門で

気嫌が直ってゆく。彼は巧みに取り入り、彼

女を脅かしたりなだめたりしながら母親の代

わりになってくれと訴える。その気になった

二人は"ママ"と uいたずらっ子"を楽しむ。

浴びるように癒を飲んで‘マーティンは客室の

鉄道模型恋壊しはじめる。その頃、ヘンリー

は病院から解雇を雲い渡され、彼の無能さと

看護婦との個人的関係を指摘される。その夜、

ヘンリーは鉄道模型のセミナーで情熱的な雄

弁をふるい、嵐のような喝釆の中「チャタヌガ・

チユー・チユ一」の演奏で会場は大合唱とな

る。酔って眠ってしまったりンダが尽を覚ま

すと、そ之には自分一人しかいなが~-た。さら

に、恐しく不思議なことが起とり始めていた。
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